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議

言葉

幕
末
の
株
仲
間
再
興
是
非

本
庄
肘
栄
治
郎

ドヘロ哨没
d

れ
り
と
語
、
レ
ハ
ト
J
h
u
h
p
i片
品
目
吉
川
ド
り
-

K

K

F

-

J

-

M

コ

J
t
q
b
一I
一
』
〆
t

h

i

-

-

メ

H

3

l
川
↓
司
ノ
ザ

JhH『
i
d
-
-
ニ

fu
一
h
L
Y

諸
問
屋
組
合
を
停
止
し
運
上
冥
加
を
廃
し
大
が
、
こ
れ
が
た
め

却
て
従
来
の
配
給
組
織
を
素
り
不
融
遁
と
な
り
、
物
侵
下
茶
の

目
的
を
達
す
る
に
玄
ら
歩
、
嘉
永
四
年
に
至
っ
て
問
屋
組
合
を

再
興
し
、
冥
加
上
納
そ
差
止
め
大
ニ
と
は
、
滋
に
改
め
て
い
ふ

起
も
な
い
所
で
あ
る
c

然
し
問
屋
再
興
の
目
的
が
閉
山
し
て
物
償

下
溶
に
あ
つ
に
か
、
叉
問
屋
再
興
後
の
物
慣
が
事
寅
下
落
し
た

か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
未
充
必
守
し
も
明
確
な

ら
ざ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
頃
者
「
市
中
取
締
績
類
集
、
諸

家
図
産
の
部
そ
の
四
」
を
見
る
に
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
の
首
局

者
の
意
見
並
に
二
三
物
債
を
記
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

幕
末
の
株
仲
間
再
興
是
非

は
既
に
前
日
耽
本
誌
所
掲
「
幕
末
に
お
け
る
幕
府
産
物
曾
所
設
立

計
書
」
に
於
て
多
少
一
鰯
れ
て
お
い
に
庭
で
あ
る
が
、
今
そ
の
賠

の
み
や
別
稿
と
し
て
い
江
に
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

幕
末
財
政
困
難
の
際
に
首
り
、
幕
府
営
局
者
は
各
務
に
お
け

ゐ
図
式
住
吉
年
青
政
策
の
如
き
も
の
を
幕
府
自
ら
行
は
ん
と
す
る
の

点
布
、
ぞ
有
し
、
之
れ
が
可
否
に
つ
き
幕
附
要
路
句
者
に
諮
問
し
た

は
へ
安
政
二
年
J

b

恥

?
-
1
1
h
p
t
1
3
5〕
3
-
1
1
1
、

J

Z

/

寸
一
月
、

4
i
l
喜
一

;FhizH望
C
4
i
F
E
剰
を
特
』

の
論
が
起
の
、
そ
れ
に
つ
い
て
嘉
永
四
年
の
組
合
再
興
に
つ
き

そ
の
日
的
、
そ
の
後
の
物
慣
等
が
諭
せ
ら
れ
た
。

許
定
所
一
座
の
も
の
の
答
申
(
叩
』
一
一
牌
)
に
は
「
仲
ナ
問
組
合

の
儀
、
天
保
皮
一
旦
停
止
冥
加
運
上
御
差
免
相
成
候
庭
、
矢
張

物
侵
高
く
取
締
不
宜
由
や
以
、
去
る
子
年
文
化
度
以
前
の
姿
に

復
古
、
冥
加
速
上
は
.
輸
相
納
候
に
不
及
旨
被
仰
出
候
儀
に
候
得

共
、
復
古
致
し
候
て
も
物
債
不
引
下
侠
」
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、

井
戸
池
田
耐
町
奉
行
よ
り
本
多
石
谷
一
同
勘
定
奉
行
へ
差
出
せ
し

文
書
に
は
「
去
る
亥
年
諸
問
屋
組
合
停
止
被
仰
出
候
以
来
、
商

法
取
締
相
崩
、
諸
品
下
直
に
も
不
相
成
、
却
て
不
融
通
の
趣
も

第
三
十
二
巻

五
五
九

第

雪量

一
二
五

天保の株仲間停止にワいては、幸田成友氏著、日本経済奥研究358頁以下に
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幕
末
の
株
仲
間
再
興
是
非

入
御
器
、
都
て
文
化
以
前
の
遁
再
興
被
仰
向
(
中
略
)
其
後
去
る

丑
年
浦
賀
衰
え
異
圏
般
渡
来
の
節
、
市
中
御
手
営
御
仁
慈
筋
の

儀
、
御
沙
汰
有
之
候
に
付
、
差
向
米
穀
ぞ
初
、
日
用
の
品
御
常

地
梯
底
に
相
成
候
て
は
、
以
の
外
儀
に
付
、
下
り
荷
物
仕
入
方

選
途
等
差
支
無
之
候
様
巾
波
、
夫
ん
川
両
手
配
銭
致
」
た
る
の
み
な

ら
歩
、
「
近
頃
海
防
御
手
営
向
共
外
臨
時
莫
大
の
御
入
用
筋
御
差

誠
仁
相
成
候
問
、
御
融
通
の
骨
刷
、
御
府
内
町
人
共
え
御
用
金
可

申
付
旨
被
仰
出
候
に
付
て
は
、
諮
問
屋
仲
間
組
合
再
興
に
て
商

法
取
締
等
も
際
立
、
家
業
致
し
能
揚
A
T
T
以
申
識
.
御
園
恩
の
程

唖
綱
相
排
、
身
元
相
感
の
町
人
共
は
勿
論
.
小
前
の
商
人
共
に
歪
迄

御
用
金
蓮
に
上
納
仕
、
合
金
二
十
九
高
三
千
九
百
四
十
雨
徐
去

卯
五
月
御
蔵
納
取
計
候
儀
に
有
之
、
共
上
同
十
月
地
震
出
火
以

来
、
諸
色
潤
揮
方
並
直
段
引
下
方
等
申
渡
、
別
て
板
材
木
類
は

必
用
の
品
に
付
、
問
屋
共
一
同
差
は
か
り
急
速
潤
樺
致
し
候
様

春
可
申
合
旨
申
渡
、
買
捌
高
一
人
別
取
調
、
手
薄
の
も
の
は
問

屋
家
業
差
除
可
申
付
巳
同
を
も
委
細
申
渡
候
に
付
、
問
屋
共
義
も

議励
も合

暴ui
方の

よ問 え

言受
午前
三金

右差

算事
警告
号室
以品
し申
議共
叉外
は諸
及色
察の

第
三
十
二
巻

五
六

O

第

宮古

一
二
大

計
候
故
、
気
勢
相
進
み
、
大
金
の
仕
入
を
も
致
し
、
先
づ
差
支

無
之
様
相
成
候
義
に
て
」
云
h

と
活
。
へ
、
右
「
御
用
金
調
達
を
始

諸
色
潤
樗
方
、
い
つ
れ
も
問
屋
組
合
再
興
の
功
騒
を
頴
候
義
に

有
之
」
と
論
じ
て
居
る
。

而
し
て
組
合
再
興
の
目
的
は
、
右
の
配
給
組
織
の
穀
備
に
あ

り
し
も
の
で
、
必
歩
し
も
物
慣
引
下
ぞ
主
要
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
而
も
事
貸
は
物
債
引
下
の
功
を
も
奏
せ
し
も
の

で
あ
り
、
一
昨
定
所
一
庄
の
答
巾
の
如
〈
物
償
引
下

ι叫
す
，
と
な
す

は
誤
り
な
り
と
せ
る
も
の
の
如
〈
で
あ
る
。
印
ち
同
く
「
尤
再
興

相
成
候
也
、
必
定
物
償
引
直
に
可
相
成
と
の
見
込
に
無
御
座
候

段
は
先
役
遠
山
左
衛
門
尉
よ
り
申
上
置
候
義
も
御
座
候
へ
共
、

生
機
・
盤
・
木
綿
・
繰
締
・
墨
表
・
紙
・
呉
服
・
酒
等
の
類
問
屋
停
止

以
来
と
再
興
後
と
見
競
候
へ
は
、
別
般
の
遁
い
づ
れ
も
直
段
下

り
居
候
上
は
、

一
般
に
再
興
後
物
債
引
下
り
候
験
無
之
と
の
み

は
難
申
」
云
々
と
。

以
上
に
由
っ
て
見
れ
ば
、
諸
色
潤
津
、
御
用
金
調
達
等
の
鮪

に
於
て
株
仲
間
再
興
の
柿
以
来
は
十
分
に
之
を
認
む
べ
〈
、
物
慢

の
如
き
も
事
責
下
落
せ
り
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
.

安政元年御用金については「大日本古文書、幕末外国関係文書之六J403頁以
下参照。



株
仲
間
の
廃
止
に
よ
っ
て
配
給
組
織
が
混
観
し
、
諸
口
問
融
通

に
差
支
ふ
る
に
至
つ
七
と
い
ふ
句
』
と
で
あ
る
が
、
来
し
て
如
何
。

此
黙
に
つ
い
て
は
諸
色
掛
名
主
共
よ
り
の
調
賓
と
忍
は
る
る
も

の
が
あ
る
か
ら
、
次
に
そ
の
要
旨
伝
活
ぷ
る
二
と
と
す
る
。

(
一
)
市
中
の
燈
油
は
凡
十
寓
樽
で
、
内
七
高
得
は
下
り
泊
と
稀

し
大
阪
勢
州
泉
州
等
よ
り
仕
入
れ
る
分
、
一
一
一
高
栂
は
地
廻
と
唱

へ
閥
東
筋
に
で
仕
入
れ
る
分
で
あ
る
が
、
丈
政
頃
よ
れ
，
高
直
と

な
り
、
天
保
三
年
よ
り
霊
岸
島
に
油
寄
所
ぞ
取
立
下
、
役
人
出

張
等
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
迫
A
市
中
日
用
に
差
支
へ
、
直
段

も
高
直
と
な
り
、
同
八
年
遂
に
沙
汰
止
み
と
な
り
、
一
光
の
如
く

泊
問
屋
へ
賓
買
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
右
六
ク
年
間
絞
草
費
買
方

一
獲
せ
し
た
め
、
問
屋
共
仕
入
方
も
十
分
に
行
は
れ
粂
ね
、
天

保
八
年
よ
り
十
二
年
ま
で
、
兎
角
市
中
日
用
品
h

切
等
の
こ
と

が
あ
り
、
十
二
年
問
屋
停
止
商
衰
手
庚
に
仰
付
ら
れ
に
が
、
仕

入
方
致
す
べ
き
泊
屋
共
は
損
失
を
厭
ひ
、
叉
他
商
賓
の
者
は
仕

入
れ
て
も
、
油
性
合
等
明
か
な
ら
す
、
日
用
差
支
へ
し
大
め
、

笠
天
保
十
三
年
商
買
手
庚
の
御
沙
・
汰
に
も
か
か
わ
ら
歩
、
下
り

幕
末
の
株
仲
閑
再
興
是
非

油
一
冗
問
屋
、
地
廻
油
元
問
屋
共
え
仕
入
方
口
間
切
無
之
日
用
差
支

へ
ざ
る
や
う
申
合
、
出
精
致
す
べ
き
旨
を
建
せ
ら
れ
、
共
頃
よ

一
キ
窓
口
な
し
下
苫
れ
日
用
油
禁
支
無
之
様
一
冗
問
屋
共
取
計

り
下
り
地
廻
泊
一
人
毎
に
仕
入
買
付
書
版
、
仕
切
紙
、
封
書
に

て
差
上
、
賓
値
口
銭
等
も
碧
定
め
申
上
け
、
大
坂
表
役
人
へ
度

ふ
こ
と
と
な
り
し
も
の
で
、
帥
ら
天
保
十
一
一
一
年
以
来
、
問
屋
組
合

存
在
せ
し
時
と
同
様
の
仕
訟
が
行
は
れ
て
ゐ
七
も
め
で
あ
る

而
し
て
嘉
永
四
年
問
屋
再
興
と
な
つ
に
D

二
一
)
下
り
鰹
節
盤
干
肴
問
屋
、
七
組
肴
問
屋
、
松
前
産
干
肴
納

方
の
者
、
地
廻
臨
干
肴
問
屋
、
乾
物
問
屋
。
右
天
保
十
二
年
問

屋
組
合
停
上
仰
付
ら
れ
た
が
、
御
用
肴
同
乾
物
類
素
人
共
勝
手

の
荷
請
に
て
は
日
h
の
御
用
に
差
支
守
生
今
る
に
め
、
従
来
仲

間
行
事
と
唱
へ
し
ぞ
御
用
肴
同
乾
物
納
番
納
入
と
唱
へ
、
日
-n

御
用
品
撰
立
取
集
め
、
ま
に
仲
間
曾
所
と
唱
ふ
る
こ
と
の
代
り

に
御
用
品
撲
立
所
と
唱
へ
允
。
共
外
荷
物
引
請
方
の
義
は
す
べ

τ俄
御
仕
法
と
格
し
御
用
を
勤
め
た
の
で
あ
る
。

(
三
)
錫
鉛
問
屋
は
未
だ
再
興
の
沙
汰
な
く
、
嘉
永
六
年
頃
よ
り

諸
家
方
大
地
鋳
造
等
の
た
め
、
和
錫
鉛
御
注
文
多
く
な
り
、
素

第
三
十
二
倉

五
六

第

競

七

日本財政経済鬼料、第三容218頁参照。3) 



幕
末
白
株
仲
間
再
興
是
非

人
他
商
寅
の
者
銘
々
責
買
せ
ば
利
谷
あ
る
べ
し
と
て
、
大
阪
表

共
外
諸
園
へ
手
筋
ぞ
求
め
互
に
穣
合
買
取
、
内
貫
は
御
武
家
方

御
家
来
衆
も
此
見
込
に
て
貫
入
し
た
め
、
一
冗
問
屋
共
が
荷
一
光
へ

買
入
方
注
文
す
る
も
察
易
に
入
手
し
難
き
有
様
と
な
り
、
債
格

の
観
高
下
ぞ
見
る
に
至
っ
た
。
即
ち

利
錫
一
貫
自
に
付

嘉
永
六
年
六
月
頃

同

九

月

頃

ぱ

十

三

3
正

安
政
一
万
年
一
月
頃

同

三

月

頃

同

二

年

六

万

頃

同
三
年
一
月
頃

常
時
(
同
四
月
?
)

嘉
永
六
年
一
万
頃

周

年

十

二

月

頃

安
政
元
年
一
月
頃

同

二

年

常
時
(
三
年
四
月
フ
)

錯
一
貫
自
に
付

銀
百
七
八
十
匁

二
百
五
十
匁

六
七
百
匁

七
八
百
匁

七
百
匁

四
百
五
十
匁

三
百
匁

二
百
八
十
匁

銀
十
八
九
匁

三
十
三
匁
五
分

三
十
六
匁

二
十
七
八
匁

二
十
四
五
匁

右
嘉
永
六
年
安
政
元
年
頃
素
人
買
付
け
廷
し
く
と
も
、
若
し
問

屋
組
合
の
組
織
あ
ら
ば
荷
物
の
配
給
方
に
努
力
す
る
か
ら
、
右

の
如
き
大
高
下
は
な
き
筈
で
あ
る
か
、
そ
の
組
織
な
く
素
人
が

第
三
十
二
容

五
六

第
三
披

八

稽
合
ひ
、
取
締
も
付
か
す
、
素
人
は
手
元
に
隠
山
貝
入
等
を
な
す

た
め
、
在
口
問
排
底
と
な
り
自
然
御
用
の
筒
差
支
ふ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

(
四
)
峨
殻
反
竃
持
石
茨
問
屋
の
儀
は
未
だ
再
興
ぞ
見
な
い
が
、

嶋
設
茨
篭
数
は
享
保
度
に
十
口
に
定
め
ら
れ
、
寛
政
度
人
足
寄

場
え
二
口
、
都
合
十
二
竃
で
あ
っ
た
が
、
仲
間
停
心
後
篭
数
増

加
し
、
焼
立
眼
科
不
足
と
な
り
、
従
来
相
醸
の
篭
持
も
焼
立
に

差
支
ふ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
石
茨
の
義
も
八
王
子
野
川
産
共
渠

人
並
漆
喰
練
賓
の
者
共
勝
手
，
次
第
買
取
り
取
締
り
方
な
く
、
安

政
二
年
十
月
以
来
御
普
諮
所
の
御
用
に
も
差
支
へ
る
こ
と
と
な

り
、
俄
の
御
沙
汰
に
て
十
二
月
中
、
此
度
限
の
.
新
大
橋
際
友

置
揚
に
一
子
に
積
付
御
用
品
相
納
、
市
中
賛
同
具
も
差
支
な
く
致

す
べ
き
旨
仰
渡
さ
れ
た
。
然
し
前
述
の
如
き
勝
手
気
億
の
翼
民

癖
が
付
い
て
ゐ
る
か
ら
、
御
用
品
納
入
等
取
趨
方
等
に
心
痛
し

て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。

(
五
)
大
道
春
共
御
春
屋
御
次
米
脊
立
享
保
十
二
年
上
り
勤
め
て

ゐ
る
が
、
仲
間
停
止
と
共
に
右
呑
立
を
完
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
御

賄
方
御
掛
に
て
賓
に
差
支
を
生
じ
、
弘
化
元
年
よ
り
市
中
大
道



春
と
も
名
主
番
組
限
人
数
取
調
べ
、
前
士
通
り
春
方
御
用
を
勤

む
る
こ
と
と
な
つ
に
。

(
六
)
桶
職
人
共
桶
大
工
頭
よ
り
楠
営
次
第
御
園
役
相
勤
む
べ
き

'
}
と
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
寛
政
頃
に
は
、
桶
峨
人
住
居
の
表
役

裏
役
差
別
ぞ
立
て
、
投
銭
ぞ
以
て
相
勤
む
る
仕
訟
で
あ
っ
た
が

手
庚
の
御
沙
汰
と
な
っ
て
以
来
、
桶
方
御
用
御
不
排
利
の
由
に

て
、
嘉
永
五
年
よ
り
寛
政
度
仕
法
の
通
り
と
な
っ

k
。

士コ

諸
商
重苦
手
庚
諸
干官T
l段l
舵
積
方
も
一再苦
闘
勝
手
次
第
と
な
っ
fこ

E
J

、
r
L
h
i
h

、日叫ん口
L

口町
H
い
h
-
-
t
、
t
A
C
E
-
-
羽
主
札
、
λ
7
w
L
L
↓

L
b
I

いれ

J
L
ψ
t
引
目
白
川
向
刈

-
E
4
A
寸

Jゴノ
d
e
-
-
t仁川信

tji吋
t

舟
剖
o
d
L

不
疋
の
取
計
巻
な
し
な
が
ら
、
浦
改
め
な
き
に
め
、
難
船
叉
は

荷
打
致
候
旨
申
立
て
、
之
れ
が
た
め
商
人
の
損
失
多
く
、
縫
っ

て
商
人
共
は
仕
入
ぞ
手
控
へ
、
世
上
品
物
梯
底
と
な
り
、
差
支

ぞ
生
歩
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
で
既
に
天
保
十
四
年
に
大
儒
馬
町

醇
組
木
綿
底
、
白
子
組
木
綿
屈
、
綿
庖
、
釘
鶴
居
、
泊
底
、
蛾
庄

薬
種
底
、
砂
糖
底
、
紙
庄
の
九
居
申
合
せ
出
銀
ぞ
芯
し
、
大
坂

表
に
て
堅
牢
な
る
舶
を
選
み
廻
船
せ
し
め
、
一
冗
菱
垣
積
諸
問
屋

諸
品
積
合
の
世
話
を
な
し
、
難
舶
の
節
は
大
坂
表
並
江
戸
九
底

に
て
庭
置
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
漸
く
舶
方
取
締
行
は
る
る

幕
末
の
株
仲
間
再
興
是
非

や
う
に
な
の
、
市
中
商
人
共
大
坂
表
買
付
荷
物
運
送
滞
な
く
行

は
る
る
に
至
つ
に
。
も
し
九
底
廻
舶
積
合
相
立
に
ざ
り
し
な
ら

ん
に
は
、
大
な
る
差
支
を
生
ぜ
し
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
。

(
八
)
更
に
材
木
の
需
給
に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、
文
政
十
二
年
三

月
大
火
の
際
、
問
屋
仲
買
素
人
差
別
な
く
諸
岡
荷
物
手
庚
に
直

買
仰
付
ら
れ
た
る
た
め
、
職
人
素
人
共
互
に
縫
合
ひ
買
取
り
、

山
方
の
も
の
も
江
戸
表
へ
寵
出
高
直
に
資
捌
台
、
板
材
木
入
津

口
問
隠
れ
と
な
り
作
事
方
差
支
へ
、
同
年
八
月
に
五
ゐ
も
口
問
排
底

τあ
っ

k
c
そ
れ
で
天
保
五
年
二
月
大
火
の
際
は
諸
図
板
材
木

問
屋
共
に
限
り
引
請
く
べ
く
、
問
屋
共
は
手
筋
の
荷
主
よ
り
引

請
方
に
努
め
差
支
な
き
校
す
べ
き
旨
仰
渡
さ
か
、
同
年
三
月
に

至
り
品
物
潤
津
と
な
っ
た
。
共
後
株
仲
間
停
止
中
、
弘
化
三
年

E
月
大
火
の
節
、
素
人
職
人
共
諸
問
材
木
直
民
営
し
仁
め
隠
れ

荷
物
と
な
り
、
同
年
九
月
頃
に
至
っ
て
漸
く
板
材
木
賓
捌
方
穏

か
と
な
る
に
至
っ
た
。
安
政
二
年
十
月
地
震
出
火
に
て
震
害
燥

失
匝
域
も
甚
だ
庚
く
板
材
木
類
入
用
鯵
激
高
記
上
つ
に
が
、
荷

物
を
問
屋
に
限
り
引
請
け
、
十
二
月
上
旬
よ
れ
J

板
材
木
類
入
津

高
増
加
し
、
二
月
末
に
至
り
品
物
潤
樺
差
支
な
き
に
至
つ
亡
。

第
三
十
二
巻

五
六

第
三
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九



幕
末
白
株
仲
間
再
興
是
非

第
三
十
二
巻

第

披

O 

五
六
回

以
上
各
種
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
仲
間
停
止
に
よ
り
差
支
持
一

趣
迫
々
入
御
諜
御
評
議
の
上
.
終
に
再
興
被
仰
出
候
義
に
有
之
」

(
法
制
)
と
あ
る
は
元
の
-
』
と
で
あ
ら
う
。

『
回
れ
全
く
問
屋
へ
荷
物
引
請
を
任
せ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

し
か
り
し
大
め
、
偲
に
仕
法
を
立
て
し
も
の
に
つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
あ
る
が
、
此
の
外
に
向
取
引
協
滞
の
も
の
も
あ
っ
た
ニ

と
で
あ
ら
ふ
。
右
の
如
き
依
り
の
仕
法
が
行
は
れ
た
も
の
と
す

四

れ
ば
、
町
奉
行
が
「
停
止
は
名
の
み
に
て
、
北
バ
寅
は
問
屋
組
合

く
惜
品
川
、
、
事
買
上
再
興
前
後
に
よ
っ
て
物
慣
は
如
何
に
費
動
し

次
に
株
仲
間
再
興
が
物
償
下
落
巻
目
的
と
せ
し
ゃ
否
や
は
哲

て
ゐ
る
か
。
ニ
れ
に
つ
い
て
も
諸
色
掛
名
主
共
よ
り
の
調
衣
上

有
之
候
節
の
振
合
に
て
取
締
方
矯
仕
候
議
に
御
座
候
慮
、
右
之

同

開"

標

金
一
一
向
に
ヲ
き
目
方

生

雌名

準

畳繰木監

表綿綿

赤
穂
瞳
一
俵
に
付

白
木
綿
一
反
陀
付

三
十
本
に
付

尾
道
表
十
枚
陀
付

早

島

同

青

蓮

岡

脇
字
紙
一
〆
に
付

西
之
内
十
帖
に
付

越
前
大
奉
書
一
帖

白
羽
二
重
一
疋

紙央

sIl 

申
書
が
め
る
か
ら
、
左
仁
之
や
表
示
し
ゃ

i
。

仲

間

停

止

申

(
天
保
十
二
年
)
二
貫
主
白
日
替

(
同
十
三
年
)
ニ
貰
目
乃
至
三
貫
目
脊

銀
十
匁
|
九
匁
五
分

銀
八
匁
三
分
l
七
匁
五
分

金
百
五
十
両
l
百
二
十
両

銀
大
十
七
匁
|
五
十
四
匁

五
十
七
匁
五
分
|
四
十
四
匁

銀
三
十
五
匁
五
分
!
二
十
匁

銀
三
十
七
匁
二
十
二
匁

銀
三
十
五
匁
|
二
十
匁

銀
十
二
匁
l
九
匁

銀
百
四
十
一
匁
五
分
!
百
三
十
七
匁
五
分

再

興

後

(
嘉
永
四
年
)
三
貫
目
脊

(
閲
五
年
)
=
一
貫
五
百
目
替

(
安
政
三
年
)
四
貫
目
替

六
匁
五
分
1
五
匁
四
五
分

七
匁
五
分
l
六
匁
三
分

百
三
十
両
l
百

O
五
両

五
十
七
匁
五
分
l
四
十
二
匁
五
分

五
十
匁
1
一
一
十
八
匁

三
十
三
匁
五
分
l
+
J
一
匁

三
十
三
匁
|
十
八
匁

三
十
二
匁
|
十
八
匁

+

匁

八

匁

百
二
十
七
匁
三
分
|
百
二
十
匁



I酉

白
縮
緬

白

紬
白

絹

越
後
続
問

極
上
酒
十
駄
に
付

上

酒

同

中

酒

同

並

沼

同

母
駄
に
付

同同同

紅

:it 

銀
二
百
一
匁
七
分
|
百
九
十
五
匁
三
分

銀
丸
十
四
匁
八
分
l
九
十
二
匁

銀
六
十
三
匁
五
分
l
六
十
一
匁
六
分

銀
九
十
匁
l
八
十
七
匁

銀
三
十
五
両
l
=
一
十
三
両

金
三
十
二
両
l
二
十
九
両

金
二
十
八
両
|
二
十
三
両

金
二
十
一
一
向
i

十
九
両

(
天
保
十
一
年
M

金
百
両
!
大
十
両

右

ω調
査
に
闘
し
上
中
害
に
は
「
右
御
専
に
御
座
候
慮
、
手

庚
中
差
支
候
口
々
は
多
端
に
御
座
候
得
共
此
内
御
世
話
被
震
在

候
分
ゆ
伊
-
荒
品
情
出
版
企
百
申
上
候
。

E
叉
亥
年
再
興
以
来
直
段
引
下
等

相
成
候
分
や
申
上
体
、
得
共
二
健
の
庭
乍
恐
手
庚
の
儀
に
て
、
問

屋
御
停
止
後
休
業
叉
は
新
に
素
人
に
て
其
口
問
責
買
相
始
候
分
、

一
人
別
に
荷
物
引
請
一
向
荷
主
怠
欣
等
、
事
責
の
鹿
取
調
、
問
屋

名
前
書
上
候
庭
、
多
端
の
義
に
て
亥
年
よ
り
御
取
掛
凡
咋
卯
年

迄
に
人
数
取
調
差
上
候
程
の
儀
、
叉
問
屋
共
も
再
興
被
仰
付
候

て
も
諸
闘
の
荷
主
丑
年
よ
り
亥
年
迄
の
年
間
勝
手
優
に
荷
物
市

中
え
賓
捌
方
癖
付
炉
、
問
、
荷
主
は
問
屋
え
差
選
候
外
、
隠
荷
物

幕
末
の
株
仲
間
再
興
是
非

百
八
十
一
匁
五
分
!
百
七
十
二
匁
四
分

八
十
六
匁

i
八
十
一
匁
五
分

五
十
八
匁

i
五
十
五
匁
一
分

九
十
匁
l
七
十
六
匁
五
分

=
一
十
一
一
向
l
二
十
四
町
二
分

二
十
八
両
l
二
十
一
一
向

二
十
五
珂
l
十
九
両

十
八
両
l
十
五
両

(
嘉
永
五
年
)
五
十
五
両

1
二
十
八
両

(
安
政
一
一
一
年
)
六
十
五
両

l
一
一
一
十
五
両

洩
荷
物
取
締
方
、
問
屋
共
よ
り
俄
に
調
詰
候

τは
不
穏
成
候
問
、

逗
A

に
荷
途
方
荷
主
え
一
不
談
中
に
付
、
商
法
の
儀
は
未
行
漸
竿

に
て
、
直
段
引
下
方
も
際
立
候
儀
に
至
乗
、
以
上
五
六
ナ
年
も

懸
引
致
候
は
ば
古
復
可
仕
」
云
々
と
述
べ
、
数
年
後
商
品
配
給

組
織
が
夏
に
一
段
相
整
ふ
に
於
て
は
、
物
偵
は
夏
に
下
落
す
べ

き
も
の
と
観
察
せ
る
如
く
で
あ
あ
。

叉
臼
く
「
寛
政
度
頃
の
諸
園
荷
主
は
問
屋
共
え
買
意
に
荷
送

致
候
間
正
路
に
取
引
致
候
庭
、
近
来
諸
色
荷
主
は
共
身
選
候
荷

物
、
直
段
高
直
の
方
え
責
渡
度
と
の
心
組
よ
り
、
荷
主
}
人
に

て
も
問
屋
コ
一
四
軒
も
取
組
、
直
段
見
合
候
儀
は
遁
例
」
の
こ
と

第
三
十
二
巻

五
大
五

第

盟主

一一一



幕
末
白
糠
仲
間
再
興
是
非

で
あ
る
が
、
此
外
諸
家
事
寅
仕
法
が
行
は
れ
、
諸
家
並
に
家
来

衆
の
中
に
は
そ
の
地
遺
物
を
右
の
方
法
に
て
江
戸
へ
輸
送
さ
れ

る
が
、
こ
の
相
場
合
に
は
自
然
問
屋
の
手
に
入
る
迄
に
種
々
の
費

用
が
か
か
り
、
値
段
高
直
と
な
る
た
め
「
省
時
の
諸
色
直
段
寛

政
度
の
見
合
に
て
引
下
候
義
に
は
至
粂
」
叉
表
向
専
寅
仕
法
の

行
は
れ
ざ
る
場
合
に
、
荷
主
共
が
江
戸
問
屋
ヘ
洩
荷
隠
荷
物
を

差
迭
bJ
‘
問
屋
が
之
巻
取
押
へ
談
合
に
及
べ
ば
、
荷
主
は
共
身

勝
手
の
，
〕
と
や
申
立
て
、
諸
一
4
F
H
氷
山
京
じ
て
此
荷
主
め
一
一
-
一
回
忌
信

じ
、
取
引
融
通
に
差
支
ふ
る
こ
と
附
三
年
来
甚
だ
多
き
に
至
っ

た
。
此
等
荷
主
共
が
疋
路
の
取
引
を
な
す
こ
と
は
、
問
屋
再
興

が
あ
っ
た
か
ら
と
て
、
念
に
行
は
る
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

荷
主
も
問
屋
再
興
の
趣
旨
を
よ
く
諒
解
す
る
に
至
ら
ば
、
諸
色

並
に
商
法
も
一
居
立
直
る
に
至
る
べ
く
、
猶
五
六
年
も
経
過
せ

ば
落
付
く
、
}
と
と
な
る
で
あ
ら
一
フ
。

も
穏
か
で
あ
る
が
、
関
東
筋
は
人
気
我
佳
強
く
穏
冷
手
段
ぞ
弄

一
億
上
方
筋
は
荷
主
人
気

す
る
傾
が
あ
る
。
元
来
「
享
保
度
大
岡
越
前
守
様
御
勤
役
中
、

市
中
町
法
並
諸
商
人
買
買
の
道
、
厚
御
世
話
被
潟
在
御
立
被
置

侠
に
付
、
寛
政
度
も
右
の
御
主
法
相
模
仕
候
庭
、
文
化
度
諸
問

第
三
十
二
巻

五
大
大

第

現

一

屋
共
商
法
精
細
過
候
問
、
天
保
度
諸
色
直
段
引
下
の
御
主
意
に

て
手
康
被
仰
渡
候
慮
、
諸
岡
荷
主
共
共
節
迄
江
戸
間
屋
共
よ
り

荷
物
引
合
前
借
金
不
義
理
に
い
大
し
、
外
素
人
共
へ
荷
法
致
、

叉
素
人
共
は
手
庚
中
故
、
荷
主
よ
り
直
買
致
候
得
は
直
段
安
に

日
間
山
貝
取
候
偽
と
不
手
馴
口
m
直
貿
致
置
、
賓
捌
候
節
に
至
損
毛
等

致
候
類
多
端
に
で
、
惣
健
人
気
相
狂
候
年
間
凡
十
ナ
年
飴
鮮
付

候
に
付
、
此
仕
癖
埠
々
に
立
直
り
候
て
諸
色
都
て
豊
凶
漁
不
ぬ

い
ト
供
、
広
段
高
下
貫
由
に
行
披
可
申
俄
」
云
々
と
。

五

以
上
述
ぷ
る
所
を
概
括
す
る
に
、
天
保
の
株
仲
間
停
止
の
た

め
に
、
従
来
の
配
給
組
織
を
事
前
り
、
潟
め
に
物
償
下
落
の
目
的

ゆ
伊
達
す
る
こ
と
を
得
宇
、
嘉
永
四
年
の
問
屋
再
興
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
評
定
所
一
座
の
も
の
は
、
再
興
の
柑
以
来
を
認
め

歩
、
物
慣
も
引
下
ら
ざ
り
し
も
の
と
し
て
ゐ
る
が
、
町
奉
行
に

於
て
は
、
問
屋
再
興
に
よ
っ
て
配
給
組
織
も
整
ひ
、
安
政
一
花
年

の
御
用
金
調
達
も
問
屋
仲
間
組
織
が
あ
っ
た
れ
ば
噌
』
そ
之
を
な

し
得
た
も
の
で
あ
り
、
物
債
も
亦
下
落
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か

と
説
い
て
ゐ
る
。

E
再
興
以
前
に
も
偲
仕
法
に
よ
っ
て
、
株
納
町



悶
の
容
在
せ
る
揚
合
と
略
同
様
の
組
織
を
と
つ
に
も
の
も
あ
る

か
ら
、
株
仲
間
停
止
の
誤
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
ま
た
再

興
後
の
物
債
が
寛
政
度
に
比
し
、
向
下
落
の
程
度
小
な
る
如
く

4
4

へ
ら
る
る
は
、
仲
間
停
止
の
数
年
間
に
取
引
上
の
悪
習
が
出

来
、
急
に
そ
れ
を
改
む
る
能
は
き
る
た
め
で
あ
る
。
岬
慌
て
罪
は

寧
ろ
仲
間
停
止
に
存
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
数
年
後
に
は
こ

の
慣
習
も
改
め
ら
れ
て
、
配
給
組
織
も
一
一
層
整
備
し
物
債
も
夏

に
下
落
す
る
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
こ
の
設
に
針
す
る
評
定

所
の
見
解
は
山
仰
の
丈
一
帯
に
は
見
え
て
ゐ
な
い
か
ら
、
私
の
掠
じ

述
べ
た
所
は
、
或
は
盾
の
一
}
聞
記
け
や
見
に
る
に
過
ぎ
な
い
感

も
あ
る
が
、
株
仲
間
め
停
止
並
に
再
興
に
関
す
る
意
見
と
し
て

は
興
味
あ
る
庭
で
あ
り
、
配
給
組
織
の
混
飢
並
に
物
債
に
つ
き

具
慢
的
事
質
を
列
卑
し
て
、
評
定
所
の
抽
象
的
意
見
に
答
へ
た

こ
と
も
注
意
す
べ
き
黙
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

明
治
初
年
に
於
け
る
侍
階
級
の
騒
擾

第
三
十
二
巻

五
六
七

第

軍主


